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研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：心理学・実験心理学 

キーワード：ニホンザル、ゴリラ、生涯発達、縦断研究、行動 
 
１．研究計画の概要 
 

 勝山ニホンザル集団（岡山県真庭市、集
団の個体数：170 頭から 200 頭）では、1993
年から、サンディエゴ野生動物公園のゴリラ
集団（アメリカ・カリフォルニア州、8 頭か
ら 13 頭）では、1996 年から長期継続研究が
実施されている。本研究計画期間の 2008 年
から 2012 年の 5 年間においても、これまで
の行動観察を継続し、集団の中で暮らすニホ
ンザルとゴリラのすべてのおとなを対象と
して、一頭一頭についての「生涯発達」を「行
動」で定量的に描き出す。さらに、霊長類以
外の大型哺乳類の行動研究も追加し、霊長類
の特徴をより明瞭に把握することを目指す。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
 勝山ニホンザル集団においては、すべての
おとなメス、おとなオスの親和的交渉(主に、
毛づくろい)、敵対的交渉を記録し続けてお
り、各個体の親和的パートナーの長期的な安
定性、さらにはパートナーの交換、あるいは、
パートナーの死亡等による喪失時の反応な
どを記録し続けるのに成功している。また、
2003 年から蓄積されたデータの解析も進み
つつある。ニホンザルの順位関係は血縁に強
く依存し、娘は母の順位を継承することがよ
く知られているが、非血縁個体間の親和的パ
ートナーも母から娘に継承されていること
が明らかになった。特に、母の死亡後に、そ
の娘は母のそれまでの親和的パートナーで
ある非血縁メスとの関係性が増加した。 
 ゴリラ集団においては、近接関係のデータ
を昼間の屋外と総長の居室でのデータを収

集し続けており、一部のデータ解析も進みつ
つある。その結果、ゴリラにおいても、親和
関係の長期安定傾向が確認されつつある。ま
た、メスゴリラが赤ん坊を持つかどうかが、
メス関係、オスとの関係において大きな影響
を及ぼすことが、従来の報告で指摘されてい
るが、今回のデータでは、必ずしも一致しな
い傾向が見出された。さらに、オスの未成体
が成長とともに、おとなオスとの関係が敵対
的になるプロセスも定量的に示すことがで
きた。 
 さらに、霊長類の比較のために、動物園で
飼育されているクロサイの行動研究を実施
している。特に、クロサイの母子関係の密着
性が、ニホンザルやゴリラに比べて、際だっ
て強いことが明らかになりつつある。 
 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
 
予定通り、ニホンザル集団とゴリラ行動デー
タを収集し続けており、また、その分析も進
んでいる。さらに、これらの種と、比較のた
めに、クロサイの行動研究も進めている。従
って、ほぼ順調に研究計画は実行されている
と判断できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
予定通りの計画を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
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